

















































































































査が行なわれた O 南京市にある中 I~第二歴
史結案館に南寧、桂林の抗戦時期に関する
資料、県柏案館、|翠審:館など関連機関の文












































































1 村人を殺害された。 1 子供に飴、肉(カモ)、芋などを与えた。
2. 家屋を壊され、燃やされた。 2 子供に乗馬体験をさせた。
3. 食糧、家畜などが奪われた。 3. 日本軍による村民の医療活動(隣村、一例)。


















較である O 聞き取りの資料から選択した 8
つの項自を指標とし、記憶の共有の度合い




項目 体験者 非体験第 来体験第二 遺跡の 被害家
一世代 i:!t代 (1965 有無 族の有
1940-1955 年以後生ま 1lJ: 
生まれ) れ)
1 33年定日本 O O ム O 
(民国 33年、 日本
軍がきた)
2 愛小不愛老 O O ム O 
子供が好き、老人を
虐待
3 打士三房j歪・焼茂子 O O O O O 
(家を壊す、放火)
4 示人(人殺し) O O O × O 
5 波;也前子(渡辺ひ O ム × × 
げ)
6 捺入岩許可(村人は洞 O O O O 
窟に揺れた)
7 維持会への評価 よい よい 知りません
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郎等訳 青木書志 (JohnE. Bodnar 
D{emaking America: public memory， com-
memoration， and patriotism in the twentieth 
century j) 
国立歴史民俗博物館研究報告101 慰霊と墓
国立歴史民俗博物館研究報告102 村と戦場
福田珠己 2005 r地域の記憶ー異質性と均質
性の間でj， r浮遊する記憶j 青弓社
